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蘇
軸
（
東
玻
居
士
）
を
通
し
て
末
代
の
医
学
・
養
生
を
考
え
る

ｌ
古
代
の
気
候
・
疫
病
史
を
踏
ま
え
て
「
傷
寒
論
」
の
校
訂
を
考
え
る

〔
要
胃
〕
古
代
よ
り
末
ま
で
の
気
候
の
変
動
を
概
観
し
、
そ
れ
と
疫
病
の
発
生
状
況
を
併
せ
み
る
こ
と
で
、
時
代
毎
の

雁
娠
の
特
色
を
把
握
で
き
る
。
救
急
臨
床
医
学
僻
で
あ
る
「
傷
寒
論
』
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
そ
の
時
代
に
流
行
し
た

疫
炳
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
張
仲
景
に
よ
り
淡
代
班
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
脱
『
傷
寒
論
』
と
、
末
代
に

林
憶
等
に
よ
り
校
訂
さ
れ
印
刷
さ
れ
た
宋
板
『
傷
寒
論
」
が
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
検
証
は
、
こ
の
疫
病
史
と

亜
ね
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
寒
掠
気
雌
が
主
で
あ
っ
た
洪
代
と
、
尚
柵
多
湿
気
雌
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
府
末
代
で

は
、
流
行
し
た
疫
瓶
が
異
な
る
可
能
性
が
商
い
。
従
っ
て
淡
代
の
原
『
傷
寒
論
』
が
狭
義
の
傷
寒
病
を
対
象
と
し
た
の

に
対
し
、
末
板
『
傷
寒
論
」
は
広
義
の
傷
寒
瓶
に
対
す
る
＃
餅
で
あ
っ
た
と
杉
え
ら
れ
る
。
鰊
軸
の
詩
文
を
参
照
し
な

が
ら
、
宋
代
の
気
皎
や
疫
病
の
状
況
に
つ
い
て
考
え
、
併
せ
て
彼
自
身
の
疾
病
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
蘇
輔
疫
病
史
、
気
候
史
、
原
「
傷
寒
論
」
と
宋
板
『
傷
寒
論
」
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宋
代
は
印
刷
術
の
発
展
も
相
ま
っ
て
、
様
々
な
分
野
で
学
問
の
発
展
が
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
字
書
の
『
玉
篇
」
（
梁
・
顧
野
王
、
五
四
三
）

は
、
北
宋
・
陳
彰
年
ら
の
重
修
で
「
大
広
益
会
玉
篇
』
と
な
り
、
多
く
の
版
を
重
ね
た
。
ま
た
字
音
、
特
に
韻
に
よ
り
漢
字
を
分
類
し
た
字

書
の
「
韻
耆
」
は
「
切
韻
」
（
階
・
陸
法
言
、
六
○
一
）
か
ら
始
ま
る
が
、
同
じ
く
陳
彰
年
ら
が
選
定
し
た
『
大
宋
重
修
広
韻
」
（
一
○
○
八
）
が

（
－
）

完
本
と
し
て
今
日
に
伝
わ
る
。
医
学
に
お
い
て
も
例
外
で
な
く
校
正
医
書
局
の
林
億
等
に
よ
る
多
数
の
医
書
の
刊
行
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の

際
ど
の
よ
う
な
操
作
が
加
え
ら
れ
た
の
か
を
探
る
こ
と
も
本
稿
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
そ
し
て
烏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
た
な
感
染
症
が
陸
続
と
発
見
さ
れ
、
そ
の
感
染
拡
大
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
は
じ
め
各
国
が

対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
西
洋
医
学
的
な
疾
病
の
理
解
・
対
策
に
疑
問
点
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
二
○
○
三
年
春
の
中
国
南
部
・

ベ
ト
ナ
ム
・
香
港
な
ど
に
端
を
発
す
る
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
を
も
と
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
発
表
し
た
症
状
は
、
高
熱
と
筋
肉
痛
で
始
ま
り
、
次
い
で
重
篤

な
肺
炎
症
状
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
に
よ
れ
ば
、
実
際
の
患
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
「
毛
布
を
四
枚
重
ね
て
も

治
ま
ら
な
い
寒
気
」
を
訴
え
て
い
る
。
こ
の
悪
寒
へ
の
言
及
が
公
式
に
見
ら
れ
な
い
事
実
が
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
悪
寒
の
有
無
は
狭
義

の
傷
寒
病
と
時
行
・
温
熱
病
を
区
別
す
る
重
要
な
カ
ギ
で
あ
り
、
両
者
の
治
療
法
に
は
厳
然
と
し
た
区
別
が
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

救
急
臨
床
医
学
害
た
る
『
傷
寒
論
』
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
そ
の
時
代
に
流
行
し
た
疫
病
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
張
仲
景
に
よ
り
漢

代
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
原
『
傷
寒
論
」
と
、
宋
代
に
林
億
等
に
よ
り
校
訂
さ
れ
印
刷
さ
れ
た
宋
板
『
傷
寒
論
」
が
同
じ
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
疫
病
史
と
重
ね
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

蘇
賦
（
一
○
三
六
～
二
○
一
）
は
そ
の
父
（
蘇
洵
）
・
弟
（
蘇
轍
）
と
共
に
三
蘇
と
呼
ば
れ
、
宋
代
の
代
表
的
な
文
人
で
あ
り
政
治
家
で
も

あ
っ
た
．
彼
の
残
し
た
数
多
の
詩
・
詞
・
文
章
の
中
に
医
学
・
養
生
に
関
す
る
も
の
も
比
較
的
多
く
、
し
か
も
清
代
に
生
薬
・
養
生
に
関
す

（
リ
】
）

る
詞
文
を
ま
と
め
た
『
東
玻
養
生
集
」
（
王
如
錫
、
一
六
六
四
）
を
見
れ
ば
、
彼
の
そ
の
分
野
に
関
す
る
知
識
が
専
門
の
域
に
あ
っ
た
こ
と
を
示

（
３
）

し
て
い
る
。
こ
の
書
籍
と
『
蘇
束
玻
集
』
に
見
ら
れ
る
詩
詞
の
中
に
お
け
る
医
学
関
連
用
語
を
検
証
し
、
彼
の
医
学
と
養
生
に
関
す
る
事
跡

を
考
察
し
、
彼
を
通
し
て
『
傷
寒
論
」
校
訂
の
問
題
を
含
め
て
、
宋
代
の
医
学
・
養
生
を
概
観
す
る
こ
と
が
本
小
論
の
目
的
で
あ
る
。
蘇
軸
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る
た
く

彼
の
一
生
は
王
安
石
の
新
法
党
と
司
馬
光
の
旧
法
党
の
政
争
に
翻
弄
さ
れ
、
位
階
を
登
り
つ
め
た
時
と
失
意
の
内
に
地
方
へ
流
調
さ
れ
た

時
期
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。
そ
の
生
涯
の
類
似
も
あ
っ
て
か
彼
は
白
居
易
を
好
み
詩
作
の
上
で
も
大
い
に
参
考
と
し
た
。
そ
れ
は
士
太
夫

（
Ｆ
Ｄ
）

階
級
の
基
礎
教
養
で
あ
る
儒
教
に
留
ま
ら
ず
、
白
居
易
と
同
じ
く
道
教
や
仏
教
に
大
き
く
関
わ
っ
た
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

養
生
面
に
お
い
て
は
道
教
と
の
関
わ
り
が
大
き
く
、
そ
の
代
表
作
で
あ
る
「
前
赤
壁
の
賦
」
に
は
「
羽
化
し
て
登
仙
す
」
の
語
も
見
ら
れ
、

ま
た
「
養
生
訣
」
に
は
盤
足
叩
歯
・
握
固
閉
息
・
内
観
五
蔵
・
調
息
漱
津
な
ど
の
道
教
用
語
が
見
ら
れ
る
。
道
教
の
中
で
も
特
に
内
丹
に
よ

る
方
法
を
重
視
し
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
当
時
の
道
教
は
仏
教
の
知
識
を
採
り
入
れ
て
お
り
、
彼
の
仏
教
へ
の
傾
倒
も
内
丹
法
の
理
解
・

実
践
に
碑
益
し
た
と
思
わ
れ
る
。
「
東
玻
養
生
集
』
第
九
巻
調
摂
の
中
に
「
龍
虎
鉛
耒
説
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
「
吹
離
交
わ
れ
ば
則
ち
生
き
、

た

分
か
れ
れ
ば
則
ち
死
す
。
必
然
の
道
な
り
。
離
は
心
為
り
、
吹
は
腎
為
り
」
「
龍
は
耒
な
り
、
精
な
り
、
血
な
り
、
腎
に
出
で
て
肝
こ
れ
を
蔵

す
、
吹
の
物
な
り
。
虎
は
鉛
な
り
、
気
な
り
、
力
な
り
、
心
に
出
で
て
肺
こ
れ
を
主
る
、
離
の
物
な
り
。
心
動
け
ば
則
ち
気
力
之
に
随
い
て

作
す
。
腎
動
い
て
則
ち
精
血
之
に
随
い
て
流
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
思
想
は
「
心
腎
相
交
」
の
重
視
で
あ
る
。
同
様
の
思
想
は
、

同
じ
巻
に
あ
る
「
続
養
生
諭
」
に
も
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
更
に
五
行
や
喜
怒
哀
楽
と
の
関
連
を
踏
ま
え
た
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
水
銀
や

鉛
と
い
っ
た
有
害
重
金
属
を
用
い
る
外
丹
法
に
代
わ
っ
て
、
体
内
の
精
・
気
・
神
の
三
要
素
を
完
全
無
欠
の
状
態
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
役

（
４
）

の
医
学
に
関
し
て
は
優
れ
た
論
考
が
既
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
観
点
を
異
に
す
る
論
理
展
開
が
出
来
る
か
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
当
拙
文
の
本
文
に
お
け
る
中
国
の
人
名
・
書
名
お
よ
び
原
文
の
訓
読
・
現
代
語
訳
で
は
、
旧
漢
字
・
中
国
簡
体
字
を
一
律
に
常
用
漢

字
・
人
名
用
漢
字
に
改
め
、
該
当
の
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
が
な
い
場
合
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
コ
ー
ド
に
あ
る
範
囲
の
旧
漢
字
と
し
た
。
し
か
し
「
引

用
文
献
と
注
」
で
は
、
旧
漢
字
の
中
国
人
名
・
言
名
・
原
文
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
中
国
簡
体
字
の
場
合
は
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
に
改
め
、

該
当
の
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
が
な
い
場
合
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
コ
ー
ド
に
あ
る
範
囲
の
旧
漢
字
と
し
た
。

蘇
軸
の
道
教
（
特
に
内
丹
法
）
と
の
関
わ
り
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中
国
は
古
代
よ
り
た
び
た
び
伝
染
性
疾
患
の
大
流
行
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
「
疫
」
や
「
瘡
」
「
潭
瀝
」
の
語
は
こ
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

た
。
『
黄
帝
内
経
」
『
傷
寒
卒
病
諭
」
に
お
け
る
「
瘡
」
の
意
味
も
こ
の
観
点
か
ら
再
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
疫
病
の
歴
史
を
概
観
し
て
み
る
。

（
【
ｊ
）

『
礼
記
」
月
令
に
「
孟
春
の
月
に
秋
に
発
す
べ
き
命
令
を
下
し
、
こ
れ
を
行
お
う
と
す
れ
ば
、
人
民
の
間
に
悪
病
が
は
や
る
」
、
「
孟
秋
に
夏

（
月
）

の
命
令
を
下
せ
ば
、
国
中
に
火
災
が
多
く
、
寒
暑
が
入
り
乱
れ
、
人
民
の
間
に
悪
い
病
気
が
は
び
こ
る
」
と
い
う
古
代
の
考
え
が
あ
る
。

前
漢
後
期
（
紀
元
前
一
世
紀
頃
）
に
疫
病
は
著
明
に
増
加
し
、
大
小
の
流
行
は
十
八
回
に
及
ん
だ
。
さ
ら
に
後
漢
治
世
（
紀
元
二
五
～
一
三
○
）

の
一
九
六
年
間
に
は
正
史
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
一
三
回
も
疫
病
は
椙
獄
し
た
。
い
つ
の
時
代
で
も
政
治
的
に
安
定
し
て
い
る
時
は
、

人
民
は
供
薬
や
減
税
な
ど
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
戦
乱
の
時
期
に
は
国
家
の
防
疫
体
制
も
不
十
分
と
な
り
、
一
層
大
流
行
を

（
９
）
（
川
）

す
る
こ
と
に
な
る
。
異
常
気
象
と
飢
霞
・
疫
病
の
三
者
は
相
互
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
。

こ
の
間
の
気
候
変
動
を
見
て
み
る
。
基
本
的
に
初
夏
の
旱
魎
と
秋
の
洪
水
が
問
題
と
な
る
が
、
十
年
ご
と
に
見
る
と
、
前
漢
後
期
の
内
、

特
に
紀
元
前
五
十
年
以
降
に
洪
水
と
旱
紘
が
増
加
し
始
め
、
紀
元
百
年
か
ら
百
五
十
年
に
か
け
て
は
中
国
古
代
で
最
悪
の
発
生
件
数
と
な
る
。

そ
し
て
百
四
十
年
か
ら
三
世
紀
に
か
け
て
は
「
小
氷
期
」
と
呼
ば
れ
る
寒
冷
期
が
重
な
る
。
自
然
災
害
の
増
加
は
農
民
な
ど
の
反
乱
、
地
方

民
族
の
流
入
の
増
加
件
数
と
も
符
合
す
る
。
こ
う
し
た
混
乱
状
況
は
初
め
黄
河
流
域
に
起
こ
り
、
徐
々
に
南
へ
と
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

魏
晋
南
北
朝
期
三
六
一
年
間
に
は
七
十
四
回
、
実
に
五
年
に
満
た
ず
し
て
流
行
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
の
紀
元
二
五
○
年
か
ら
三
四
○
年
に

（
、
）

か
け
て
は
、
古
代
史
上
二
度
目
の
多
く
の
洪
水
・
旱
紘
の
発
生
が
見
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。

こ
う
し
た
気
候
は
中
国
・
韓
国
・
日
本
で
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
書
や
理
学
的
研
究
を
相
互
に
参
考
に
す
る
こ
と

が
役
立
つ
。
例
え
ば
日
本
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
七
～
九
世
紀
は
冷
涼
期
、
十
～
十
四
世
紀
は
温
暖
期
、
そ
し
て
十
五
～
十
九
世
紀
は
寒
冷

（
６
）

割
を
果
た
す
と
い
う
内
丹
思
想
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
内
丹
法
の
歴
史
は
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宋
ま
で
の
気
候
・
疫
病
史



、
０
Ｊ
ノ
一
二
八
－
宇
犀
町
奎
、
‐
『
〃
八
み
づ

ハ
叩
ｖ

川
叫
且伽

薫
り
、
燗
汁

滑
執
ら
れ
、
防

霊
宋
代
は
四

０謡
い
る
。
北
宋

誌
あ
っ
た
。
上

識
響
も
あ
り
、

礎
考
え
ら
れ
る

本日
一
水
小
で
刀
空

qRq
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紀
元
四
六
八
年
十
月
の
豫
州
疫
で
は
実
に
十
四
、
五
万
人
が
死
亡
し
た
と
い
う
。
晴
代
に
は
江
南
の
土
地
が
下
湿
で
あ
り
潭
瀝
に
苦
し
み

天
折
す
る
民
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
蝪
帝
が
高
麗
出
征
に
失
敗
し
た
理
由
も
大
水
と
疫
疾
に
よ
る
被
災
と
い
わ
れ
て
い
る
。

唐
代
末
に
当
た
る
九
世
紀
半
ば
以
降
に
は
農
民
暴
動
が
頻
発
し
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
侵
入
も
あ
り
、
九
○
七
年
に
唐
は
滅
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、

冷
涼
期
が
終
わ
り
か
け
る
時
期
に
相
当
す
る
。
唐
代
の
二
五
五
年
間
に
大
流
行
は
二
十
一
回
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
疫
病
発
生
の
時
期
に

春
・
夏
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
夏
が
七
回
、
春
が
五
回
で
あ
る
。
ま
た
史
書
に
「
横
屍
路
に
満
ち
、
埋
座
す
る
人
も
無
く
、
臭
気
は
数
里
も

（
咽
）

薫
り
、
燗
汁
は
溝
汕
に
満
つ
」
（
「
南
史
』
侯
景
列
伝
）
と
記
さ
れ
た
如
く
、
従
来
放
置
さ
れ
て
い
た
遺
体
を
、
当
時
か
ら
穴
に
埋
め
る
処
置
が

執
ら
れ
、
防
疫
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

宋
代
は
四
十
二
回
の
疫
病
流
行
を
見
た
が
、
特
に
南
宋
時
代
に
多
く
、
全
体
の
六
十
七
％
に
当
た
る
二
十
八
回
は
南
宋
時
代
に
発
生
し
て

い
る
。
北
宋
時
代
（
九
六
○
年
か
ら
）
は
平
均
十
二
年
に
一
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
宋
（
三
二
○
年
～
一
三
六
八
年
）
で
は
五
年
に
一
度
で

あ
っ
た
。
上
記
し
た
よ
う
に
気
象
上
は
こ
の
宋
代
は
全
て
温
暖
期
に
相
当
す
る
が
、
南
宋
は
湿
潤
温
暖
な
土
地
柄
と
い
う
地
理
気
候
上
の
影

響
も
あ
り
、
さ
ら
に
常
に
遼
民
族
（
金
）
の
圧
迫
を
受
け
、
政
情
が
不
安
定
で
あ
っ
た
政
府
の
防
治
政
策
の
不
十
分
さ
が
大
き
く
影
響
し
た
と

（
Ｍ
）

別
の
史
料
に
よ
り
具
体
的
な
気
候
変
動
を
見
て
み
よ
う
。

晴
唐
、
宋
の
時
期
は
現
代
に
比
べ
年
間
降
水
量
は
か
な
り
多
く
、
寒
冷
期
の
終
わ
り
か
ら
温
暖
期
に
移
行
す
る
時
期
で
あ
り
一
般
に
は
温

暖
で
あ
っ
た
。
宋
初
に
は
中
原
の
南
陽
地
区
で
も
熱
帯
動
物
の
野
生
の
象
が
居
た
と
い
う
。
晴
唐
三
○
○
年
間
に
洪
水
は
増
加
し
、
旱
紘
は

〆
Ｔ
Ｉ
、

期
と
な
る
。

と
が
十
分
示
唆
さ
れ
る
。

宋
代
の
疫
病
の
発
生
時
期
を
見
る
と
、
唐
代
と
同
じ
く
春
夏
の
時
期
が
多
く
二
十
二
回
を
数
え
、
冬
季
を
遙
か
に
し
の
ぐ
。
唐
代
以
降
、

五
代
・
十
国
時
代
と
い
う
混
乱
期
を
経
て
、
宋
代
に
は
温
暖
期
と
い
う
気
象
学
上
の
理
由
が
加
わ
り
、
時
行
病
や
温
熱
病
が
多
発
し
た
と
こ
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減
少
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
な
被
害
は
洪
水
が
旱
魅
の
三
倍
で
あ
っ
た
が
、
温
暖
期
に
入
る
未
以
後
は
旱
肱
が
洪
水
を
上
回
る
よ
う
に

分
か
る
。

（
胴
）

な
っ
た
。

三
○
八
九
年
（
北
宋
）
“
杭
州
大
旱
、
飢
疫
。

二
○
九
三
年
（
北
宋
）
岬
四
月
よ
り
八
月
ま
で
大
雨
、
昼
夜
止
ま
ず
。
畿
内
、
京
東
西
、
准
南
、
河
南
北
諸
路
大
水
。

こ
の
よ
う
に
異
常
気
象
は
各
世
紀
の
九
○
年
代
初
め
に
発
生
す
る
と
い
う
百
年
周
期
性
を
示
し
た
。
そ
の
多
く
は
暴
雨
洪
水
で
あ
る
。
そ

の
後
も
同
じ
傾
向
は
続
き
、
し
か
も
十
四
世
紀
以
降
は
毎
世
紀
の
五
三
年
と
九
三
年
に
異
常
気
象
が
発
生
し
た
。
ほ
ぼ
六
○
年
と
四
○
年
ご

（
Ⅲ
）

中
原
地
区
の
異
常
気
象
と
、
近
接
す
る
疫
病
の
発
生
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
比
較
的
近
い
時
期
に
災
害
と
疫
病
流
行
が
あ
る
こ
と
が

一
九
八
三
年
（
北
宋
）
”
特
大
洪
水
。
黄
河
は
じ
め
四
水
が
決
壊
。
溺
死
者
万
余
。

一
い
い
咋
州
報
い
非
幟
権
）
叱
朝
帷
劉
毯
雨
、
九
月
も
止
ま
ず
、
河
南
に
大
水
。
ま
た
黄
河
決
壊
。

ユ
ハ
八
七
年
春
唐
）
恥
京
師
よ
り
山
東
に
疫
。

一
六
九
三
年
五
月
（
唐
）
咽
黄
河
下
流
に
洪
水
。

一
七
九
○
年
夏
唐
）
恥
准
南
、
湖
西
、
福
建
疫
。

｛
七
九
二
年
（
唐
）
岬
秋
に
大
雨
洪
水
。
六
、
七
月
に
も
大
雨
洪
水
。

一
八
六
一
年
（
唐
”
十
数
ヶ
月
に
及
ぶ
旱
魎
。

一
八
六
九
年
（
唐
）
恥
宜
款
両
湘
疫
。

〔
八
六
九
年
（
唐
盲
宜
款
両
湘
帳

一
八
九
一
年
春
（
唐
）
恥
准
南
疫
。

一
八
九
三
年
秋
（
唐
）
叩
峡
、
晋
、

豫
に
大
旱
。
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と
に
天
災
が
来
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
癸
丑
、
癸
巳
、
癸
酉
歳
に
発
生
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
Ⅳ
）

蘇
執
在
世
間
（
景
祐
三
年
～
崇
寧
元
年
）
の
疫
病
の
記
録
を
年
代
順
に
見
る
と
、

一
○
四
九
年
二
月
、
河
北
疫
。
使
い
を
遣
わ
し
薬
を
賜
う
、
七
月
諸
州
の
歳
を
招
き
薬
を
市
し
、
民
の
疾
を
療
す
。

一
○
六
○
年
、
京
師
大
疫
。
四
月
聖
命
疾
を
得
て
卒
す
。

煕
寧
歳
（
一
○
六
八
～
一
○
七
七
）
、
呉
越
大
疫
。

一
○
七
五
年
、
南
方
大
疫
。
両
漸
富
貴
の
区
別
無
く
皆
病
む
。
死
者
十
に
五
、
六
有
り
。

う
ず

一
○
七
六
年
春
、
大
疫
。
凡
そ
死
者
は
在
処
に
随
収
せ
し
め
之
を
窪
め
る
を
法
と
す
。

こ
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
六
回
疫
病
流
行
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
蘇
賦
は
一
○
八
九
年
か
ら
杭
州
、
一

○
九
一
年
京
師
、
さ
ら
に
頴
州
、
揚
州
と
続
く
太
守
在
任
中
、
飢
饅
に
つ
い
て
「
田
有
る
も
人
無
し
、
糧
有
る
も
種
無
し
、
種
有
る
も
牛
無

（
脇
）

し
、
艀
死
の
余
り
、
人
は
鬼
臘
の
如
し
」
と
記
し
、
民
の
困
窮
見
る
に
忍
び
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
政
府
の
援
助
を
度
々
求
め
て
い
る
。

（
脚
）

次
に
寒
冷
時
期
を
列
記
す
る
と
、

Ｂ
Ｃ
七
一
年
（
漢
）
最
大
の
耐

Ｂ
Ｃ
四
三
年
（
漢
）
に
霜
降
瞬

Ｂ
Ｃ
二
一
年
（
漢
）
四
月
急

Ｂ
Ｃ
二
年
（
漢
）
四
月
宙

一
六
年
（
漢
）
最
大
の
降
雪
。

五
八
年
（
後
漢
）
六
月
（
現
左

一
九
九
年
（
後
漢
）
夏
六
月

一
○
七
六
年
春
、
大
疫
。
凡
》

一
○
九
二
～
四
年
、
京
師
疫
。

最
大
の
降
雪
。

に
霜
降
り
草
木
枯
れ
る
。

四
月
（
現
在
の
五
月
）
最
晩
の
降
雪
。

四
月
（
現
在
の
五
月
一
二
日
か
ら
六
月

（
現
在
の
八
月
八
日
）

ハ
月
（
現
在
の
七
月

に
早
霜
。

一
日
か
ら
八
月
九
日
の
問
）
寒
風
冬
の
如
し
。

二
日
の
間
）
最
晩
の
降
雪
。
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こ
れ
に
対
し
冬
暖
や
夏
の
酷
暑
の
記
録
は
、
Ｂ
Ｃ
八
六
五
年
（
周
）
、
四
○
四
年
（
後
燕
）
、
九
三
四
年
（
後
唐
）
に
夏
の
酷
暑
の
記
録
が
あ

る
が
、
次
は
一
五
○
八
年
（
明
）
の
み
で
あ
る
。
ま
た
冬
暖
の
記
録
は
一
六
○
四
年
（
明
）
一
○
月
（
現
在
の
二
月
一
二
日
か
ら
一
二
月
二
○

日
）
に
桃
花
、
牡
丹
が
咲
き
春
の
如
し
と
あ
り
、
冬
期
の
最
低
気
温
が
一
○
度
以
上
で
あ
っ
た
。
同
様
の
温
暖
気
候
は
一
四
六
九
年
（
明
）
、

一
六
三
八
年
（
明
）
と
い
ず
れ
も
明
代
に
見
ら
れ
る
。
明
清
代
に
温
熱
病
に
対
す
る
治
療
害
が
刊
行
さ
れ
、
所
謂
「
温
病
」
の
治
法
が
完
成
さ

れ
た
の
も
、
こ
う
い
っ
た
時
代
背
景
を
考
え
れ
ば
当
然
と
い
え
よ
う
。
宋
代
は
寒
冷
期
か
ら
温
暖
期
へ
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
と
は
い
え
、

未
だ
甚
だ
し
い
湿
熱
邪
侵
襲
の
時
期
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三
七
四
年
（
前
燕
）
八
月
（
現
在
の
九
月
一
二
日
か
ら
一
○
月
二
○
Ｈ
の
間
）
暴
雨
雪
に
よ
り
旅
役
の
者
凍
死
者
数
人
、
士
卒
飢
凍
死
者
万
余
。

四
八
五
年
（
魏
）
六
月
（
現
在
の
六
～
七
月
）
に
一
番
の
遅
霜
。

七
○
三
年
（
唐
）
早
く
か
ら
寒
気
襲
う
。

八
一
七
年
（
唐
）
夏
に
河
南
に
雨
着
。
凍
死
者
有
り
。

八
八
二
年
（
唐
）
七
月
（
現
在
の
八
月
一
八
日
か
ら
九
月
一
五
日
の
間
）
に
大
雪
寒
甚
。

漢
代
か
ら
五
胡
十
六
国
時
代
迄
は
基
本
的
に
は
寒
冷
の
気
候
が
多
く
、
狭
義
の
傷
寒
病
に
対
す
る
治
療
が
奏
功
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

う
い
う
意
味
か
ら
も
張
仲
景
の
原
『
傷
寒
論
」
は
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
上
記
し
た
よ
う
に
晴
唐
宋
は
基
本
的
に

は
温
暖
多
雨
の
時
期
で
あ
り
、
温
熱
病
系
統
の
治
法
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
意
味
か
ら
は
宋
板
「
傷
寒
論
」
の
治
法
の
変
化
が
必
要
と
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
傷
寒
も
し
く
は
時
行
寒
疫
に
罹
患
す
る
可
能
性
が
高
い
気
候

の
混
在
も
明
ら
か
で
あ
る
。
臨
床
症
状
、
特
に
悪
寒
の
有
無
・
程
度
な
ど
の
履
歴
を
慎
重
に
問
診
し
な
い
と
、
治
療
を
誤
る
危
険
性
が
高
か

三
三
六
年
（
後
趙
）
に
記
録
的
遅
霜
。

二
三
五
年
（
三
国
呉
）
に
早
霜
。

ｊ

つ
た
と
い
え
よ
二
つ
と
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蘇
賦
の
医
学
・
養
生
へ
の
関
心
の
深
さ
は
『
東
波
養
生
集
」
な
ど
に
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
巻
二
の
「
方
薬
」
で
は
「
服
胡
麻
賦
」
「
石

芝
詩
」
「
松
脂
」
「
地
黄
」
「
挟
苓
」
「
益
智
」
「
蒼
尤
」
な
ど
多
彩
な
生
薬
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
同
巻
中
に
「
聖
散
子
叙
」
の
記
述
が

あ
り
、
彼
の
詩
文
は
既
に
当
時
の
社
会
に
多
大
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
処
方
へ
の
彼
の
推
薦
文
が
、
宋
代
及
び
後
世
に
多

大
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
『
医
方
類
聚
」
に
「
こ
の
薬
は
寒
疫
を
治
す
る
も
の
で
、
東
玻
が
序
を
作
っ

た
の
で
天
下
に
通
行
し
た
。
辛
未
の
年
の
永
嘉
癌
疫
の
被
害
者
の
数
は
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
か
っ
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

本
処
方
は
彼
が
著
者
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る
「
蘇
沈
良
方
』
（
蘇
軸
・
沈
括
撰
一
○
七
五
）
巻
三
に
出
て
お
り
、
「
鶏
峰
普
済
方
」
（
張
鋭
、

二
三
三
）
巻
五
に
は
「
聖
沢
湯
」
と
し
て
、
ま
た
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
二
一
五
一
年
に
改
名
し
て
刊
行
）
に
は
「
聖
散
子
」
と
し
て
発

表
さ
れ
て
い
る
。
両
害
に
多
少
の
字
句
の
相
異
は
あ
る
が
、
『
和
剤
局
方
』
の
記
述
で
は
「
傷
寒
、
時
行
、
疫
瘤
、
風
温
、
湿
温
を
治
し
、
一

切
の
陰
陽
両
感
を
問
わ
ず
、
表
裏
を
未
だ
弁
ぜ
ず
、
或
い
は
外
熱
内
寒
し
、
或
い
は
内
熱
外
寒
し
、
頭
項
腰
脊
の
拘
急
瘻
痛
、
発
熱
悪
寒
、

…
並
び
て
之
を
服
す
に
宜
し
」
と
あ
る
。
そ
の
構
成
生
薬
は
附
子
、
麻
黄
、
細
辛
、
高
良
姜
、
草
豆
蒄
、
菫
香
な
ど
の
温
熱
薬
が
主
で
あ
り
、

後
述
す
る
よ
う
に
主
た
る
対
象
疾
患
は
狭
義
の
傷
寒
で
あ
ろ
う
。
た
だ
附
子
な
ど
の
温
熱
薬
が
主
薬
で
あ
る
以
上
、
『
和
剤
局
方
」
等
が
記
し

て
い
る
「
広
義
の
傷
寒
病
に
広
く
適
応
さ
れ
る
」
と
す
る
論
は
非
常
に
誤
解
を
受
け
や
す
く
危
険
で
あ
る
。
本
処
方
は
『
医
方
類
聚
』
巻
五

十
二
和
剤
局
方
や
『
無
求
子
活
人
書
」
『
永
類
鈴
方
」
で
も
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
聖
散
子
叙
」
に
「
も
し
時
疫
流
行
す
れ
ば
、
大
釜
で
之
を
煮
て
、
老
少
良
賎
を
問
わ
ず
、
ど
ん
ぶ
り
一
杯
飲
め
ば
。
：
飲
食
は
常
の
倍
に
な

り
、
百
疾
が
生
ぜ
ず
、
衛
家
の
宝
な
り
」
「
黄
州
に
調
居
（
小
筒
注
二
○
八
○
～
八
三
）
の
年
に
時
疫
が
あ
り
、
こ
の
薬
を
散
じ
て
用
い
大
い

に
有
用
で
あ
っ
た
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
こ
の
薬
の
効
果
を
身
を
以
て
経
験
し
、
こ
の
推
薦
文
を
害

に
有
用
で
あ
っ
た
」

い
た
と
思
わ
れ
る
。

聖
散
子
方
か
ら
傷
寒
と
時
行
寒
疫
を
考
え
る
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「
素
問
』
熱
論
篇
第
三
十
一
の
冒
頭
を
見
る
と
、
「
黄
帝
問
い
て
曰
く
、
今
夫
れ
熱
病
は
皆
な
傷
寒
の
類
な
り
。
…
岐
伯
対
え
て
曰
く
、
．
：

人
の
寒
に
傷
ら
る
れ
ば
、
則
ち
熱
を
病
む
と
為
す
。
熱
は
甚
し
と
雌
も
死
な
ず
。
其
そ
寒
に
両
感
し
て
病
め
ば
必
ず
死
を
免
れ
ず
」
と
あ
る
。

多
少
字
句
の
異
同
は
あ
る
が
、
同
様
の
文
は
「
諸
病
源
候
論
」
巻
七
、
宋
板
「
傷
寒
論
』
傷
寒
例
、
一
外
台
秘
要
方
』
巻
一
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
傷
寒
は
熱
病
の
範
嶢
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
の
条
文
の
記
述
を
厳
密
に
表
記
す
れ
ば
、
「
熱
病
（
と
し

て
の
）
傷
寒
（
広
義
）
」
に
さ
ら
に
「
熱
病
（
と
し
て
の
）
傷
寒
（
の
中
の
）
傷
寒
（
狭
義
）
」
や
「
熱
病
傷
寒
熱
病
（
狭
義
）
」
「
熱
病
傷
寒
中
風

（
狭
義
こ
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
当
然
な
が
ら
寒
邪
に
よ
る
病
態
は
発
熱
だ
け
で
な
く
、
下
痢
し
た
り
、
吐
い
た
り
下
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
必
ず
し
も
発
熱
を
伴
う
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
の
は
臨
床
的
事
実
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
張
仲
景
が
原
「
傷
寒
論
」
を
著
し
た

（
鋤
）

『
傷
寒
総
病
論
』
二
一
○
○
年
成
立
）
の
巻
四
「
時
行
寒
疫
論
」
の
記
述
に
弓
諸
病
源
候
論
」
に
載
っ
て
い
る
よ
う
に
、
・
・
・
春
分
以
後
よ
り

こ
と

秋
分
節
前
に
至
る
間
に
、
天
に
暴
寒
有
れ
ば
、
皆
な
時
行
寒
疫
な
り
。
：
・
そ
の
病
は
温
病
、
暑
病
と
相
似
た
り
。
但
だ
治
に
殊
有
る
の
み
」
と

あ
る
。
時
行
寒
疫
に
関
す
る
記
述
は
宋
板
「
傷
寒
論
」
傷
寒
例
第
八
条
文
、
「
諸
病
源
候
諭
』
時
気
候
第
三
条
文
、
『
外
台
秘
要
方
』
天
行
発

汗
第
三
条
文
に
も
見
ら
れ
る
。
傷
寒
例
を
除
き
、
そ
こ
に
は
「
時
行
寒
疫
、
一
名
時
行
傷
寒
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
興
味
深
い
の
は

時
気
病
全
般
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
附
子
が
、
こ
の
時
行
寒
疫
に
は
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
が
、
ま
ず
広

義
の
傷
寒
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

漢
代
に
張
仲
景
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
傷
寒
論
」
は
、
「
難
経
」
五
十
八
難
で
い
う
所
の
広
義
の
傷
寒
に
含
ま
れ
る
五
種
の
疾
病
の
内
、

狭
義
の
傷
寒
に
対
す
る
治
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
『
太
平
聖
恵
方
』
巻
九
や
『
千
金
方
」
傷
寒
発
汗
な
ど
に
見
ら

れ
る
附
子
な
ど
の
辛
温
薬
を
多
用
す
る
傷
寒
治
法
の
存
在
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
聖
散
子
方
も
こ
の
範
曉
に
属
す
る
方
剤
と
い
え
る
。
こ
れ

に
対
し
宋
代
に
校
正
医
書
局
が
『
傷
寒
論
』
を
再
編
蟇
す
る
に
当
た
っ
て
参
考
と
し
た
の
は
、
太
陽
病
で
は
発
汗
に
さ
い
し
て
も
辛
温
薬
を

あ
ま
り
用
い
な
い
『
太
平
聖
恵
方
」
巻
八
（
こ
れ
が
宋
板
『
傷
寒
卒
病
論
」
の
序
文
に
い
う
高
継
沖
が
進
上
し
た
と
い
う
本
で
あ
ろ
う
）
な
ど
に
見

あ
ま
り
用
い
な
い
『
太
平
聖
恵
方
』

ら
れ
る
傷
寒
治
法
と
考
え
ら
れ
る
。
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漢
・
三
国
時
代
に
は
寒
冷
気
候
が
主
で
あ
り
、
傷
寒
病
が
流
行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
の
に
対
し
、
寒
冷
期
が
終
わ
り
温
暖

期
へ
の
移
行
が
始
ま
り
、
温
暖
多
雨
が
目
立
ち
始
め
た
唐
・
宋
時
代
に
は
、
疫
病
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
宋

代
以
降
に
は
温
熱
病
の
流
行
が
示
唆
さ
れ
、
狭
義
の
傷
寒
か
ら
時
気
病
・
熱
病
（
広
義
の
傷
寒
に
は
含
ま
れ
る
）
へ
の
変
化
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
よ
り
広
義
の
傷
寒
へ
の
対
応
を
目
的
と
し
た
現
伝
の
宋
板
『
傷
寒
論
」
が
出
来
上
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

太
陽
・
陽
明
・
少
陽
の
三
陽
病
期
の
傷
寒
治
法
に
際
し
て
の
発
汗
法
と
し
て
、
最
も
有
効
な
の
は
附
子
・
烏
頭
や
、
「
外
台
秘
要
方
』
の
引

く
仲
景
『
傷
寒
論
」
や
宋
板
『
傷
寒
論
』
が
「
五
辛
の
禁
」
と
し
て
禁
じ
た
葱
白
な
ど
の
辛
味
の
生
薬
で
あ
る
こ
と
を
先
ず
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
。
狭
義
の
傷
寒
に
葱
白
を
用
い
る
こ
と
は
、
「
医
心
方
」
巻
一
四
傷
寒
の
引
く
『
葛
氏
方
」
『
千
金
方
」
や
『
外
台
秘
要
方
」
の
引
く

こ
れ
に
対
し
急
速
に
悪
寒
が
消
失
し
熱
化
す
る
、
或
い
は
当
初
よ
り
発
熱
を
主
と
す
る
時
気
病
・
温
熱
病
に
対
し
て
は
、
当
然
な
が
ら
附

子
な
ど
の
使
用
は
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
『
太
平
聖
恵
方
」
巻
九
（
傷
寒
日
期
）
、
巻
十
五
蒔
気
病
日
期
）
と
巻
十
七
（
熱

病
日
期
）
と
の
使
用
薬
物
の
比
較
検
討
で
明
ら
か
と
な
る
。
附
子
は
時
気
病
、
熱
病
で
は
、
一
部
の
例
外
（
後
述
）
を
除
き
全
く
用
い
ら
れ
て

お
ら
ず
、
傷
寒
で
も
陽
病
初
期
の
発
汗
剤
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。
柴
胡
は
熱
病
の
第
一
、
三
日
に
使
用
が
多
い
の
に
対
し
、
傷
寒

で
は
四
日
、
六
日
（
陰
病
期
）
に
多
く
な
り
、
熱
病
系
の
生
薬
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
宋
板
『
傷
寒
論
』
で
少
陽
病
期
（
二

日
）
に
頻
用
さ
れ
る
柴
胡
は
、
日
期
比
較
か
ら
考
え
れ
ば
、
元
来
熱
病
に
対
す
る
使
用
法
に
の
っ
と
っ
て
お
り
、
宋
板
『
傷
寒
論
』
が
熱
病
系

統
の
治
法
を
体
現
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
の
証
と
い
え
る
。

さ
て
時
行
寒
疫
（
時
行
傷
寒
）
の
治
療
だ
が
、
『
太
平
聖
恵
方
」
巻
十
六
は
巻
十
五
に
続
い
て
時
気
病
を
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
最
後
第
十
四

（
創
）

門
に
「
治
時
気
潭
疫
諸
方
」
二
十
六
道
が
あ
る
。
「
潭
」
は
南
方
用
語
で
、
北
方
の
「
傷
寒
」
と
同
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
は
時
行
寒
疫
の

治
法
を
述
べ
た
箇
所
と
い
え
る
。
こ
の
門
に
乾
姜
、
細
辛
、
桂
心
、
川
椒
な
ど
と
共
に
、
二
十
六
処
方
中
の
八
処
方
に
附
子
・
烏
頭
・
天
雄

と
い
っ
た
通
常
の
時
気
病
で
は
使
用
制
限
さ
れ
て
い
る
温
熱
薬
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
同
書
の
十
二
門
「
治
時
気
令
不
相
染
易
諸
方
」

「
肘
後
方
」
に
も
見
ら
れ
る
。
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十
一
道
中
に
も
二
処
方
に
烏
頭
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
時
行
寒
疫
は
狭
義
の
傷
寒
治
法
と
同
様
に
、
時
気
病
と
し
て
は
珍
し
く
温
熱
薬
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
症
状
に
も
『
傷
寒
総

病
論
』
巻
四
「
時
行
寒
疫
論
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
温
熱
病
と
非
常
に
ま
ぎ
ら
わ
し
い
部
分
が
あ
る
。
ま
た
本
書
の
「
傷
寒
異
気
を

（
型
）

感
じ
温
病
壊
候
井
び
に
瘡
証
と
成
る
」
の
項
に
は
「
以
上
四
種
の
温
病
、
王
叔
和
の
請
う
所
で
は
同
病
異
名
、
同
脈
異
経
な
り
。
風
温
と
中

風
の
脈
同
じ
、
温
應
と
傷
寒
の
脈
同
じ
、
湿
温
と
中
湿
の
脈
同
じ
、
温
毒
と
熱
病
の
脈
同
じ
、
た
だ
證
候
異
な
り
て
用
薬
に
殊
有
る
の
み
、

誤
り
て
傷
寒
を
発
汗
す
る
者
は
、
十
死
に
一
生
無
し
」
と
あ
り
、
診
断
治
療
の
難
し
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
蘇
賦
と
交
誼
の
あ
っ
た
当
時
の
代
表
的
な
医
師
で
あ
る
朧
安
時
（
字
は
安
常
、
一
○
四
二
～
一
○
九
九
）
の
著
で
あ
る
。
ち
な
み
に
本

書
に
は
、
宋
代
の
代
表
的
文
人
で
あ
る
黄
庭
堅
（
一
○
四
五
～
二
○
五
）
の
後
序
と
共
に
、
「
傷
寒
論
を
恵
示
し
、
真
に
古
聖
賢
救
人
の
意
を

た

（
泌
）

得
、
あ
に
独
だ
伝
世
不
朽
の
資
と
為
す
の
み
な
ら
ず
、
蓋
し
已
に
義
は
幽
明
を
貫
か
ん
」
と
い
う
蘇
鰔
の
手
書
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
蘇
東
玻
続
集
」
巻
八
の
「
聖
散
子
後
序
」
に
も
蘇
試
が
杭
州
流
請
の
時
に
も
疫
病
が
流
行
し
、
聖
散
子
が
奏
功
し
た
こ
と
を
記

す
「
聖
散
子
の
疾
を
主
る
功
効
は
一
つ
で
な
い
。
去
年
の
春
に
杭
州
の
民
が
病
ん
だ
と
き
に
も
こ
の
薬
は
非
常
に
効
い
た
」
と
い
う
記
述
が

あ
る
が
、
こ
の
処
方
が
効
い
た
こ
と
か
ら
も
同
じ
く
寒
疫
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
昨
春
と
は
一
○
九
○
年
で
あ
り
、
杭
州
は

寒
疫
が
流
行
し
た
年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
前
年
の
春
に
彼
は
杭
州
に
赴
任
し
た
の
だ
が
、
そ
の
年
の
十
一
月
に
彼
自
身
が
寒
疫
に
罹

患
し
、
そ
の
と
き
聖
散
子
が
有
効
で
あ
っ
た
経
験
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
杭
州
大
疫
の
時
に
役
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

蘇
執
が
遭
遇
し
た
杭
州
大
疫
（
一
○
八
九
～
一
○
九
二
年
）
の
時
、
彼
は
そ
の
洪
水
と
旱
紘
に
よ
る
飢
饅
と
疫
病
の
状
況
を
見
て
、
北
宋
朝

（
別
）

廷
に
供
米
の
減
免
、
粥
薬
の
提
供
、
医
師
の
派
遣
願
い
を
奏
上
し
、
下
賜
金
を
得
て
病
院
の
建
立
に
賛
助
し
た
。
ま
た
政
府
も
医
薬
恵
民
局

（
錫
）

を
作
り
既
製
処
方
の
提
供
を
行
っ
た
。
そ
の
と
き
の
杭
州
の
惨
状
を
彼
の
「
杭
州
上
執
政
害
二
種
」
の
記
述
を
見
る
と
「
去
年
杭
州
中
部
は
、

冬
に
雷
が
鳴
り
大
雨
の
た
め
太
湖
の
水
は
溢
れ
、
春
に
な
っ
て
も
ま
た
降
り
続
き
…
稲
は
水
没
し
て
し
ま
い
、
…
五
、
六
月
に
な
っ
て
も
、

種
か
ら
芽
が
出
る
の
は
十
の
内
四
、
五
に
過
ぎ
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
に
続
い
て
、
逆
に
日
照
り
と
な
る
有
様
で
：
。
元
豐
以
来
、
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民
の
銀
難
ひ
ど
く
、
軸
は
今
ま
で
三
回
も
奏
上
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
報
わ
れ
ず
…
」
、
と
あ
る
。

も
う
一
言
に
は
「
杭
州
西
部
の
淫
雨
腿
風
の
災
は
ひ
ど
く
、
…
煕
寧
以
来
の
飢
疫
の
災
た
る
や
…
髻
え
れ
ば
、
衰
扇
久
病
の
人
で
あ
っ
て

も
、
平
時
な
れ
ば
何
と
か
自
分
（
の
状
態
）
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
こ
の
よ
う
に
風
寒
暑
湿
の
変
に
遭
え
ば
（
堪
ら
ず
死
に
至
る

よ
う
な
状
況
で
あ
る
）
。
…
八
月
末
に
は
秀
州
で
数
千
人
が
風
災
を
訴
え
た
際
に
も
、
吏
は
：
風
災
の
訴
え
無
し
と
し
拒
閉
し
て
（
上
書
を
）
納

め
な
か
っ
た
。
老
幼
相
騰
し
、
賎
死
す
る
者
は
十
一
人
で
あ
っ
た
。
（
と
こ
ろ
が
）
ま
さ
に
そ
の
事
を
按
じ
て
も
：
・
吏
の
中
で
災
の
こ
と
を
言

い
た
が
ら
な
い
者
は
蓋
し
十
人
の
内
九
人
に
及
ぶ
こ
と
を
察
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
…
四
月
、
杭
州
中
部
に
は
麦
が
無
く
、
七
月
に
な

っ
て
初
め
て
新
穀
を
見
る
筈
な
の
に
、
五
月
以
来
米
価
は
ま
た
高
騰
し
て
い
る
。
．
：
（
幸
い
な
こ
と
に
）
去
年
は
恩
賜
に
よ
り
上
供
米
を
三
分

の
一
に
減
ら
し
て
戴
き
（
何
と
か
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
た
）
が
、
…
（
今
年
も
）
若
し
愚
計
を
用
い
て
下
さ
ら
な
け
れ
ば
、
来
年
に
は
流
浮

盗
賊
（
が
多
発
す
る
こ
と
）
を
憂
い
恐
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
天
災
と
人
災
の
害
が
ひ
ど
い
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
蘇
賦

（
蝿
）

の
全
集
に
は
祈
雨
や
祈
晴
の
祝
文
が
非
常
に
多
い
の
も
、
当
時
の
気
候
不
順
を
あ
ら
わ
す
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
現
在
も
西
湖
に

（
幻
）

残
る
蘇
鰔
堤
の
工
事
を
申
請
し
た
文
も
、
潅
概
事
業
に
よ
り
災
害
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
す
る
蘇
斌
の
考
え
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
蘇
軸
が
杭
州
に
赴
任
し
て
い
た
頃
は
、
冬
雷
・
洪
水
・
多
雨
と
風
寒
湿
邪
の
侵
襲
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
基
本
的
に
は
狭
義

の
傷
寒
や
時
行
寒
疫
が
妥
当
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
聖
散
子
が
有
効
で
あ
り
、
彼
自
身
は
本
方
剤
に
よ
る
害
を
経
験
し
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
が
、
雁
安
時
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
時
行
寒
疫
は
温
熱
病
と
非
常
に
ま
ぎ
ら
わ
し
い
部
分
が
あ
り
、
特
に
金
に
圧
迫
さ
れ
南
宋
に

な
っ
て
か
ら
は
暑
湿
が
増
え
、
温
熱
病
や
時
行
病
が
流
行
す
る
機
会
が
増
え
た
と
考
え
ら
れ
、
後
世
に
「
病
者
が
之
を
服
し
て
十
の
内
一
も

生
き
な
か
っ
た
」
と
記
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

宋
金
の
時
代
は
運
気
論
で
い
う
「
凶
風
」
の
も
た
ら
す
病
気
と
考
え
ら
れ
る
ペ
ス
ト
な
ど
の
熱
性
伝
染
病
が
流
行
し
た
時
代
で
あ
り
、
こ

の
時
代
に
「
虚
風
」
に
対
す
る
治
法
理
論
が
運
気
論
を
も
と
に
し
て
生
ま
れ
た
。
こ
の
運
気
論
に
よ
り
、
病
理
・
病
因
論
を
中
心
に
中
国
医

（
諾
）

学
理
論
は
こ
の
時
代
に
大
き
く
変
化
し
、
こ
の
運
気
論
の
枠
組
み
に
従
っ
て
『
傷
寒
論
」
の
解
釈
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
見
方
も
出
来
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こ
の
よ
う
に
用
薬
の
観
点
、
或
い
は
運
気
論
的
な
見
方
を
含
め
て
、
宋
板
『
傷
寒
論
』
を
分
析
し
た
結
果
、
実
に
多
く
の
観
点
か
ら
本
吉

の
在
り
方
が
、
狭
義
の
傷
寒
病
に
対
す
る
治
療
書
で
は
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
別
の
稿
を
建
て
る
こ
と
に
す

る
が
、
重
要
な
の
は
傷
寒
害
は
本
来
救
急
臨
床
言
で
あ
り
、
そ
の
時
代
に
流
行
し
て
い
た
疫
病
に
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大
前
提
が

あ
り
、
従
っ
て
そ
の
時
代
の
疾
病
構
造
に
基
づ
い
て
内
容
を
変
え
て
い
く
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
『
素
問
」
熱
諭
篇
に
記
述
さ
れ
て
い
る
「
陽
病
発
汗
、
陰
病
吐
下
」
の
原
則
は
宋
板
「
傷
寒
論
』
で
は
小
字
注
な
ど
の
形
で
温

存
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
書
き
換
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
第
一
病
日
の
太
陽
病
の
み
が
発
汗
を
主
治
と
す
る
よ
う

に
な
り
、
第
二
病
日
に
本
来
第
三
病
日
で
あ
っ
た
少
陽
病
が
移
動
し
、
和
解
と
い
う
治
法
が
生
み
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第
二
病
日
で
あ
っ
た

陽
明
病
は
第
三
日
へ
移
動
し
、
本
来
第
五
、
六
病
日
と
い
う
陰
病
期
に
存
在
し
た
下
法
が
早
ば
や
と
導
入
さ
れ
た
。
『
素
問
」
流
の
「
陰
病
吐

下
」
が
陽
明
病
期
へ
移
動
し
た
結
果
、
陰
病
期
に
は
新
た
に
温
裏
法
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
し

い
治
法
は
成
無
己
『
注
解
傷
寒
論
』
以
降
に
普
及
す
る
。
傷
寒
・
時
行
寒
疫
に
お
け
る
発
汗
剤
と
し
て
の
附
子
の
役
割
も
、
宋
代
に
流
行
し

た
時
気
病
・
熱
病
に
の
っ
と
っ
て
作
ら
れ
た
宋
板
『
傷
寒
論
」
で
は
、
陽
病
期
で
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
陰
病
の
温
裏
薬
と

し
て
の
役
割
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

詩
訶
の
中
で
三
○
代
半
ば
頃
よ
り
既
に
「
老
」
「
病
」
を
詠
っ
て
い
る
。
新
法
党
と
旧
法
党
の
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
ス

ト
レ
ス
を
生
み
「
肝
気
謹
結
」
を
来
た
し
、
全
身
の
気
の
流
れ
の
阻
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
推
測
で
き
る
。
肝
気

謹
結
は
五
行
相
克
理
論
を
当
て
は
め
れ
ば
「
木
乗
土
」
と
な
り
胃
強
脾
弱
を
も
た
ら
す
。
詩
詞
か
ら
窺
わ
れ
る
蘇
賦
の
飲
酒
や
喫
茶
に
よ
る

多
飲
の
習
慣
は
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
脾
の
虚
弱
に
よ
る
水
液
代
謝
の
失
調
か
ら
、
疾
飲
・
湿
邪
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
直
接
的
な
気
滞
と
こ

る
の
で
あ
る
。

詩
詞
に
見
ら
れ
る
蘇
軸
自
身
の
疾
病
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う
し
た
疾
飲
を
介
す
る
気
滞
が
相
ま
っ
て
、
全
身
の
不
調
が
起
き
や
す
く
な
っ
て
い
た
上
に
、
蘇
州
な
ど
の
低
湿
地
へ
の
赴
任
、
さ
ら
に
寒

湿
、
湿
温
な
ど
の
気
候
不
順
が
重
な
れ
ば
、
種
々
の
疾
病
を
来
す
可
能
性
は
高
い
。
医
学
や
養
生
へ
の
深
い
関
心
は
そ
の
結
果
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
数
次
の
流
調
、
生
を
脅
か
す
辺
境
の
地
へ
の
放
逐
が
、
生
き
残
り
へ
の
意
欲
と
闘
志
を
促
し
た
こ
と
が
、
蘇
束
波
が
養
生
健
身

（
鯛
）

に
執
着
し
た
理
由
で
あ
る
と
い
う
解
釈
も
一
理
あ
る
が
、
鹿
安
時
な
ど
専
門
医
師
と
の
交
流
を
通
し
て
培
っ
た
知
識
を
、
自
分
の
文
章
力
を

通
し
て
、
広
く
江
湖
を
禅
益
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
も
そ
の
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
抑
）

元
祐
五
（
一
○
九
○
）
年
、
蘇
試
五
五
歳
の
時
の
詩
『
臨
江
仙
（
疾
癒
え
て
望
湖
櫻
に
登
り
項
長
官
に
贈
る
こ
に
「
多
病
に
し
て
休
文
（
Ⅱ
沈

約
）
の
よ
う
に
痩
損
し
て
、
金
飾
り
の
付
い
た
帯
を
腰
に
垂
ら
す
こ
と
に
堪
え
ら
れ
な
い
」
と
あ
る
の
は
、
五
五
歳
と
い
う
年
齢
か
ら
腎
虚
の

可
能
性
も
あ
る
が
、
湿
邪
が
腰
部
に
阻
滞
し
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
病
」
を
詠
う
詩
詞
が
多
い
中
で
、
特
に
目
を
引
く
の
は
眼
症
状
に
つ
い
て
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
十
、
煕
寧
六
年
九
月
作
の
『
九
日
霊

（
別
）

梨
遂
を
尋
ね
小
舟
を
淀
か
く
勤
師
院
に
至
る
。
二
首
」
の
第
一
首
に
「
白
髪
長
く
歳
月
の
侵
す
を
嫌
う
、
病
眸
兼
ね
て
酒
杯
の
深
き
を
伯

る
」
、
第
二
首
に
「
笙
歌
叢
裡
身
を
抽
ん
で
て
出
で
、
雲
水
光
中
眼
を
洗
い
て
来
る
」
、
ま
た
巻
十
五
、
元
豊
元
年
三
月
（
四
十
三
歳
）
作
の

（
認
）
く
る
し
く
ら

『
寒
食
日
に
李
公
択
の
三
絶
に
答
え
て
次
韻
す
」
に
は
「
城
を
巡
り
て
已
に
塵
俟
に
困
み
胱
む
、
朴
を
執
り
偶
お
磯
訟
に
遭
う
の
縁
。
布
杉

を
脱
ぎ
素
手
を
捕
え
ん
と
欲
し
、
試
み
に
病
眼
を
開
き
黄
連
を
点
ず
」
と
あ
る
。
情
熱
薬
の
黄
連
を
点
眼
す
る
と
い
う
こ
と
は
目
に
炎
症
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
原
因
は
塵
挨
や
虫
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
背
景
因
子
と
し
て
肝
謬
に
よ
る
肝
火
上
炎
が
絡
ん
で
い
る
こ

（
靴
）

ま
た
巻
廿
『
安
国
寺
に
春
を
尋
ぬ
」
に
は
「
花
を
看
て
老
い
を
嘆
き
年
少
を
憶
う
、
酒
に
対
し
家
を
思
い
老
翁
を
愁
う
。
病
眼
差
じ
ず
雲

母
の
乱
る
る
を
、
賓
絲
強
い
て
茶
煙
の
中
に
理
す
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
雲
母
の
乱
れ
と
は
老
化
に
よ
る
硝
子
体
の
混
濁
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
『
径
山
に
遊
ぶ
」
に
は

と
も
考
慮
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
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「
乞
水
を
竜
に
問
え
ば
洗
眼
に
帰
す
、
細
字
を
看
ん
と
欲
し
て
残
年
を
錆
か
す
（
龍
井
で
病
眼
を
水
洗
し
有
効
）
」
、
『
再
び
径
山
に
遊
ぶ
』
に

も
「
霊
水
で
先
ず
眼
界
の
花
を
除
く
（
竜
井
で
病
眼
を
水
洗
し
有
効
）
」
と
あ
る
。
眼
病
は
「
雲
母
の
乱
れ
」
や
「
眼
花
」
の
よ
う
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
肝
気
鯵
結
に
起
凶
す
る
肝
火
が
眼
に
波
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
根
本
は
ス
ト
レ
ス
で
あ
ろ
う
。
老
化
と
関
連
す
る
「
腎
」
と
ス
ト

レ
ス
と
関
連
す
る
「
肝
」
は
五
行
相
生
の
母
子
関
係
で
あ
り
、
相
互
に
密
接
に
関
わ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
直
接
腎
と
関
わ
る
の
は
耳
症
状

（
洲
）

で
あ
る
が
、
難
聴
を
読
ん
だ
詞
が
あ
る
。
巻
十
八
の
「
秦
太
虚
戯
れ
に
耳
聾
を
見
る
に
次
韻
す
」
の
「
晩
年
更
に
似
た
り
杜
陵
翁
、
右
臂
は

い
つ
わ

存
す
と
雌
え
ど
耳
先
ず
蹟
す
。
：
．
眼
花
乱
れ
墜
ち
て
酒
は
風
を
生
ず
…
人
生
の
一
病
今
先
ず
差
え
た
り
：
．
今
君
疑
う
や
我
れ
特
に
聾
を
祥
ら

ん
」
と
。
た
だ
難
聴
は
腎
虚
以
外
に
も
、
例
え
ば
疾
飲
が
耳
と
い
う
清
籔
を
巡
る
こ
と
が
出
来
ず
に
生
ず
る
こ
と
も
あ
り
、
上
記
し
た
腰
酸

重
に
し
て
も
湿
邪
停
留
が
原
因
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
病
因
の
特
定
は
難
し
い
。
た
だ
気
候
や
飲
酒
・
喫
茶
の
習
慣
に
よ
る
湿
邪
の

停
留
は
あ
る
に
し
て
も
、
背
景
と
し
て
の
肝
腎
両
虚
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
流
）

次
に
彼
が
悩
ま
さ
れ
た
疾
病
に
痔
が
あ
る
。
聖
元
二
二
○
九
五
）
年
の
作
と
考
証
さ
れ
る
「
行
香
子
』
を
見
よ
う
。
「
但
一
回
の
酔
、
一

（
洲
）

回
の
病
、
一
回
の
傭
」
と
あ
り
、
こ
の
考
証
に
よ
る
と
、
同
年
七
月
に
痔
疾
発
症
し
、
八
月
に
癒
え
た
と
あ
る
。
『
文
集
』
巻
五
四
に
あ
る
『
程

正
輔
に
与
え
る
七
十
一
首
」
の
五
三
に
「
蘇
賦
は
昔
か
ら
痔
疾
に
苦
し
み
、
既
に
二
十
一
年
に
な
る
。
近
頃
ひ
ど
く
な
り
百
薬
が
全
て
効
か

な
い
。
つ
い
に
摂
食
と
清
潔
に
努
め
、
酒
・
肉
・
塩
・
酢
の
食
品
を
断
っ
た
。
凡
そ
味
の
あ
る
者
は
全
て
断
ち
、
梗
米
飯
も
や
め
、
た
だ
薄

味
の
麺
の
み
を
食
し
た
。
…
多
く
の
日
数
が
経
っ
た
が
、
気
力
も
衰
え
ず
、
し
か
も
痔
も
漸
く
軽
快
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
詞
は
見
つ
け
ら

（
打
）

れ
な
か
っ
た
が
、
『
蘇
東
玻
続
集
」
巻
十
二
「
書
簡
」
の
中
に
「
程
正
輔
に
提
刑
を
与
え
る
二
十
四
首
』
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
「
苦
痔
」
「
苦

痔
無
情
」
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
中
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
「
温
胄
薬
を
承
服
し
て
旧
疾
も
失
去
し
…
ま
た
温
と
平

行
し
て
気
薬
を
服
す
る
の
み
、
…
肉
荏
蓉
に
よ
り
大
便
が
少
し
ば
か
り
楽
に
な
る
」
。
肉
薇
蓉
は
温
裏
通
便
薬
で
あ
る
か
ら
、
温
胄
薬
の
服
用

と
併
せ
考
え
れ
ば
、
基
本
は
裏
寒
状
態
に
あ
り
、
さ
ら
に
気
薬
の
使
用
か
ら
気
滞
も
考
え
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
疾
病
を
背
景
と
し
、
ま
た
雁
安
時
等
と
の
交
流
に
よ
り
、
医
薬
・
養
生
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
蘇
賦
は
、
上
記
し
た
著
書
『
蘇
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沈
良
方
」
八
巻
・
『
拾
遺
」
二
巻
（
蘇
賦
・
沈
括
撰
、
一
○
七
五
）
以
外
に
も
『
玻
仙
集
」
十
六
巻
（
蘇
賦
・
李
贄
・
程
明
善
著
）
な
ど
の
医
書
の

（
錦
）

著
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
医
学
理
論
面
で
は
、
弟
・
蘇
轍
が
『
龍
川
略
志
』
の
中
で
展
開
す
る
「
三
焦
有
形
論
」
は
興
味

深
い
。

６
、
宋
板
「
傷
寒
論
」
（

行
う
こ
と
に
す
る
。

７
、
詩
訶
を
参
考
し
て
、

５
、
そ
れ
故
に
宋
代
の
校
正
医
書
局
に
よ
る
医
書
再
編
纂
事
業
に
際
し
て
は
、
漢
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
原
「
傷
寒
論
』
の
内
容
を
書
き
換
え

43 １
、
蘇
賦
の
詩
文
を
参
照
し
な
が
ら
宋
代
の
医
学
・
養
生
を
検
証
し
た
。

２
、
宋
以
前
の
気
候
変
化
及
び
疫
病
史
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
漢
代
と
唐
宋
代
の
救
急
医
学
書
で
あ
る
「
傷
寒
論
』
の
あ
り
方
の
違
い
を
窺

謝
辞
岡
田
研
吉
、
牧
角
和
宏
両
先
生
に
は
、
資
料
の
提
供
を
は
じ
め
、
種
々
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

寒
冷
気
候
が
主
で
あ
っ
た
漢
か
ら
五
胡
十
六
国
ま
で
は
狭
義
の
傷
寒
に
対
す
る
治
療
が
必
要
で
あ
っ
た
。

寒
冷
期
が
終
わ
り
温
暖
期
に
入
り
始
め
た
唐
宋
代
に
は
、
時
行
・
温
熱
病
に
も
対
応
で
き
る
、
つ
ま
り
広
義
の
傷
寒
に
対
す
る
治
療
が

必
要
で
あ
っ
た
。

う
こ
と
が
出
来
た
。

結る
必
然
性
が
あ
っ
た
。

三五
画にI

の
書
き
換
え
に
関
し
て
は
、

蘇
職
の
疾
病
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

多
く
の
証
拠
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
の
論
考
で
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注
と
文
献

（
１
）
岩
井
祐
泉
「
「
傷
寒
論
孜
注
」
を
読
む
会
資
料
」
、
二
○
○
四
年
二
月
七
日

（
２
）
「
東
玻
養
生
集
』
（
上
下
）
、
『
中
國
科
學
院
圖
害
館
館
藏
善
本
書
害
」
一
・
二
所
収
、
中
筈
古
籍
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
○
年

（
３
）
王
雲
五
主
編
『
蘇
東
玻
集
」
一
～
六
、
臺
湾
商
務
印
吾
館
、
臺
北
、
一
九
六
七
年

（
４
）
魏
啓
鵬
「
蘇
賦
与
医
学
」
『
四
川
大
学
学
報
叢
刊
」
六
（
蘇
賦
研
究
専
集
）
一
三
一
～
一
三
八
頁
、
一
九
八
○
年

（
５
）
小
修
司
「
白
居
易
（
楽
天
）
疾
病
孜
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
九
巻
四
号
、
六
一
五
～
六
三
六
頁
、
二
○
○
三
年

（
６
）
李
遠
国
著
、
大
平
桂
一
・
久
代
訳
「
道
教
と
気
功
」
（
人
文
書
院
、
京
都
、
一
九
九
五
年
）
を
参
考
に
し
て
概
観
す
る
。

内
丹
法
は
漢
魏
晋
代
に
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
当
時
の
最
も
重
要
な
経
典
は
王
義
之
が
書
写
し
た
こ
と
で
名
高
い
「
黄
庭
經
」
で
あ
る
。
そ
し
て

内
丹
法
は
陪
代
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
唐
代
に
は
重
金
属
類
を
内
服
す
る
外
丹
法
が
全
盛
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
一
方
で
は
蘇
元
朗
な
ど

の
「
性
命
隻
修
」
を
基
礎
理
論
と
す
る
内
丹
法
が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
道
教
理
論
は
広
く
医
学
に
も
応
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
陪
唐
代
の
代
表
的
医
書
で
あ
る
『
諸
病
源
候
諭
」
（
六
一
○
年
、
巣
元
方
）
、
『
備
急
千
金
要
方
」
（
六
五
五
年
頃
、
孫
思
遡
）
、
『
外

臺
秘
要
方
」
（
七
五
三
年
、
王
壽
）
に
は
気
功
内
煉
法
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
て
い
る
（
二
三
～
一
三
五
頁
）
。

唐
末
五
代
に
活
躍
し
た
鐘
離
権
・
呂
洞
實
の
『
鐘
呂
傳
道
集
」
に
見
ら
れ
る
「
眞
仙
論
」
を
は
じ
め
と
す
る
十
八
論
は
系
統
的
な
内
丹
法
理
論
と

な
っ
た
。
五
代
の
内
丹
法
の
特
徴
は
、
①
道
教
の
天
人
合
一
の
世
界
観
と
宇
宙
論
か
ら
演
緤
さ
れ
た
人
体
生
命
観
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

②
内
丹
修
練
の
功
法
が
系
統
的
に
整
術
さ
れ
、
築
基
、
還
精
補
脳
Ⅱ
煉
精
化
気
（
Ⅱ
後
の
小
周
天
）
、
胎
息
Ⅱ
煉
気
化
神
（
後
の
大
周
天
）
、
煉
神
還

虚
の
四
段
階
か
ら
成
り
立
つ
こ
と
、
③
仏
教
の
学
説
で
あ
る
「
止
観
」
「
禅
定
」
か
ら
様
々
な
要
素
を
大
量
に
採
り
入
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
二

宋
代
に
な
る
と
有
毒
鉱
物
薬
を
用
い
る
外
丹
法
の
健
康
に
及
ぼ
す
害
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
り
衰
退
に
向
か
い
、
い
っ
そ
う
内
丹
法
が
道
教

煉
養
法
の
中
心
と
な
っ
た
。
五
代
の
理
論
を
引
き
継
い
だ
の
は
張
伯
端
で
あ
る
。
彼
の
著
し
た
『
悟
眞
篇
」
二
○
六
九
年
）
は
後
漢
の
『
周
易
参

同
契
」
（
魏
伯
陽
撰
）
と
共
に
内
丹
理
論
の
双
壁
と
い
わ
れ
て
い
る
。
内
丹
修
練
の
過
程
は
四
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
は
上
述
し
た
と
お
り
だ

が
、
詳
述
す
る
と
、
初
段
の
「
築
基
」
は
気
功
に
よ
り
身
体
機
能
を
修
復
補
強
し
、
精
・
気
・
神
の
三
要
素
を
完
全
無
欠
の
状
態
に
す
る
こ
と
に
よ

る
、
性
命
双
修
（
身
体
と
心
の
修
行
を
両
方
行
う
こ
と
）
で
あ
る
。
第
二
段
階
の
「
煉
精
化
気
」
は
先
天
の
元
精
を
修
練
し
て
、
精
と
気
の
融
合
物

に
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
主
に
命
功
（
身
体
の
修
行
）
に
重
点
が
置
か
れ
る
。
第
三
段
階
は
「
煉
気
化
神
」
で
、
気
と
神
を
併
せ
て
修
練
し
、
気
を

神
に
帰
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
主
に
性
功
（
心
の
修
行
）
の
要
素
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
第
四
段
階
の
「
煉
神
還
虚
」
は
全
て
空
と
い
う
認
識
に
達
し
、

心
は
完
全
に
透
明
な
状
態
と
な
り
、
世
界
の
根
源
に
回
帰
し
明
心
見
性
（
自
ら
の
心
の
本
性
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
）
が
実
現
す
る
。
こ
こ
で
は
純

三
五
～
一
四
五
頁
）
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（
型
）
『
宋
史
」
巻
三
百
三
十
八
列
傳
第
九
十
七
蘇
軸

既
至
杭
、
大
旱
、
磯
疫
並
作
、
試
請
於
朝
、
免
本
路
上
供
米
三
之
一
、
復
得
賜
度
僧
牒
、
易
米
以
救
飢
者
、
明
年
春
、
又
減
債
羅
常
平
米
、
多
作
饅

粥
藥
剤
、
遣
使
挾
筈
分
坊
治
病
、
活
者
甚
★
、
賦
日
芸
杭
、
水
陸
之
會
、
疫
死
比
他
虎
常
多
、
」
乃
哀
羨
絹
得
二
千
、
復
發
★
中
黄
金
五
十
両
、
以

作
病
坊
、
梢
畜
銭
糧
待
之
。
（
★
二
ヶ
所
、
調
査
及
ば
ず
不
明
の
ま
ま
と
し
ま
す
）

（
羽
）
文
献
（
岨
）
、
六
～
九
頁

（
鋤
）
鹿
安
時
『
傷
寒
総
病
論
」
一
○
五
～
一
○
六
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
九
年

（
皿
）
莫
枚
士
「
研
経
言
」
七
～
八
頁
「
原
潭
」
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
○
年

「
第
其
榊
嶺
南
之
潭
、
猶
如
嶺
北
傷
寒
」

（
塊
）
文
献
（
四
）
、
一
三
五
～
一
三
八
頁

（
岨
）
文
献
（
Ｍ
）
、
二
○
～
二
一
頁

（
肥
）
文
献
（
皿
）
、
一
四
～
一
五
頁
・
一
七
頁

（
Ⅳ
）
淵
漢
鋪
「
唐
宋
文
献
散
見
医
方
証
治
集
」
一
二
～
三
二
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
四
年

（
鴫
）
林
語
堂
著
・
宋
碧
雲
詳
「
蘇
東
玻
傳
」
二
七
四
頁
、
遠
流
出
版
社
、
臺
北
、
一
九
七
七
年

（
妬
）
文
献
（
皿
）

（
Ｍ
）
王
邨
編
著
「
中
原
地
区
歴
史
旱
瀝
気
候
研
究
和
預
測
』
一
四
～
二
八
頁
、
気
候
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
二
年

（
昭
）
文
献
（
、
）
、
二
七
頁

（
９
）
中
国
中
医
研
究
院
主
編
『
中
国
疫
病
史
鑑
」
（
中
医
薬
防
治
、
シ
詞
の
研
究
一
）
一
○
二
～
二
五
頁
、
中
医
古
籍
出
版
社
、
北
京
、
二
○
○
三
年

（
皿
）
林
富
士
『
疾
病
終
結
者
」
、
二
四
頁
、
三
民
書
局
、
臺
北
、
二
○
○
三
年

（
Ⅲ
）
安
田
喜
憲
「
気
候
と
文
明
の
盛
衰
」
二
七
四
～
二
七
六
頁
、
朝
倉
書
店
、
東
京
、
一
九
九
○
年

（
咽
）
文
献
（
９
）
、
三
二
八
頁

粋
な
性
功
を
行
う
。
禅
宗
の
理
論
に
よ
っ
て
「
還
虚
」
の
奥
義
を
解
釈
し
た
よ
う
に
、
儒
仏
道
三
教
は
三
つ
に
分
か
れ
て
は
い
る
が
、
真
理
は
一
つ

に
帰
着
す
る
と
考
え
合
体
さ
せ
た
（
一
四
五
～
一
四
八
頁
）

（
７
）
孟
春
行
夏
令
、
則
雨
水
不
時
、
草
木
蚤
落
、
國
時
有
恐
、
行
秋
令
、
則
其
民
大
疫

（
８
）
孟
秋
行
冬
令
、
則
陰
気
大
勝
、
介
愚
敗
穀
、
戎
兵
乃
來
、
行
春
令
、
則
其
國
乃
旱
、
陽
気
復
還
、
五
穀
無
實
、
行
夏
令
、
則
國
多
火
災
、
寒
熱
不

節
、
民
多
瘡
疾

五
頁

一
四
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（
”
）
文
献
（
３
）
、
第
五
冊
所
収
『
奏
議
集
」
十
五
巻
七
一
九
～
三
四
頁

「
乞
開
杭
州
西
湖
状
」
と
「
申
三
省
起
請
開
湖
六
條
状
」

（
羽
）
石
田
秀
実
「
元
明
期
に
お
け
る
中
国
伝
統
環
境
医
学
と
身
体
錬
金
術
の
関
係
」
、
『
九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
」
六
（
二
）
一
～
一
三
頁
、
一
九
九

（
調
）
文
献
（
３
）
、
第
三
冊
所
収
「
後
集
』
九
「
書
」
六
～
九
頁

（
調
）
文
献
（
３
）
、
第
二
冊
所
収
第
三
四
巻
六
「
祝
文
」
五
四
～
五
六
頁
、
『
後
集
』
九
「
祝
文
」
二
六
～
二
八
頁
、
「
續
集
」
十
四
「
祝
文
」
二
八
～
三

（
羽
）
三
浦
國
雄
弓
東
玻
養
生
集
」
解
説
」
、
『
中
国
養
生
叢
書
」
第
五
輯
「
東
玻
養
生
集
』
上
一
～
一
五
頁
、
谷
口
書
店
、
一
九
九
七
年

（
帥
）
「
臨
江
仙
（
疾
癒
登
望
湖
櫻
贈
項
長
官
）
」

多
病
休
文
都
痩
損
、
不
堪
金
帯
垂
腰
。
望
湖
櫻
上
暗
香
瓢
。
和
風
春
弄
袖
、
明
月
夜
聞
箙
。

酒
醒
夢
回
清
漏
永
、
隠
床
無
限
更
潮
。
佳
人
不
見
董
嬬
饒
。
俳
個
花
上
月
、
空
度
可
憐
宵
。

（
弧
）
「
九
日
尋
羨
梨
遂
挺
小
舟
至
勤
師
院
二
首
」

白
發
長
嫌
歳
月
侵
、
病
眸
兼
伯
酒
杯
深
。
南
屏
老
宿
閖
相
過
、
東
閻
郎
君
獺
重
尋
。
試
砿
露
芽
烹
白
雪
、
休
枯
霜
蕊
噛
黄
金
。
扁
舟
又
裁
平
湖
去
、

（
皎
然
有
『
九
日
與
陸
羽
煎
茶
」
一

（
兜
）
「
寒
食
日
答
李
公
樺
三
絶
次
韻
」

巡
城
已
困
塵
壌
腱
、

（
羽
）
『
安
國
寺
尋
春
」

欲
訪
孤
山
支
道
林

湖
上
青
山
翠
作
堆
、

憶
著
衰
翁
首
重
Ⅲ

九
年

來
蘇
李
得
名
墜
、
只
恐
全
齊
笑
随
邦
。
詩
似
懸
河
供
不
辮
、
故
欺
張
籍
朧
頭
瀧
。

簿
害
鼓
不
知
春
、
佳
句
相
呼
軸
故
人
。
寒
食
徳
公
方
上
塚
、
蹄
來
誰
主
復
誰
賓

巡
城
已
困
塵
壌
腱
、
執
朴
価
遭
磯
識
縁
。
欲
脱
布
杉
撚
素
手
、
試
開
病
眼
鮎
黄
連
。

臥
聞
百
舌
呼
春
風
、
起
尋
花
柳
村
村
同
。
城
南
古
寺
修
竹
合
、
小
房
曲
椎
歌
深
紅
。
看
花
嘆
老
億
年
少
、
對
酒
思
家
愁
老
翁
。
病
眼
不
差
雲
母
凱
、

賓
絲
強
理
茶
煙
中
。
遙
知
二
月
王
城
外
、
玉
仙
洪
福
花
如
海
。
薄
羅
句
霧
蓋
新
肱
、
快
馬
争
風
鳴
雑
。
玉
川
先
生
真
可
憐
、
一
生
耽
酒
終
無
銭
。
病

過
春
風
九
十
日
、
猫
抱
添
丁
看
花
發

二

頁

惣
葱
繼
鯵
気
佳
哉
。
笙
歌
叢
裡
抽
身
出
、
雲
水
光
中
洗
眼
來
。
白
足
赤
髭
迎
我
笑
、
拒
霜
黄
菊
爲
誰
開
。
明
年
桑
苧
煎
茶
虚
、

詩
、
羽
自
號
桑
苧
翁
。
餘
來
年
九
日
去
此
久
美
。
）
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（
妬
）
『
行
香
子
」

（
別
）
『
次
韻
秦
太
虚
見
戯
耳
聾
」

君
不
見
詩
人
借
車
無
可
載
、
留
得
一
銭
何
足
頼
。
晩
年
更
似
杜
陵
翁
、
右
臂
雌
存
耳
先
磧
。
人
將
嶬
動
作
牛
門
、
我
覺
風
雷
真
一
億
。
聞
塵
掃
壼
根

性
空
、
不
須
更
枕
渭
流
派
。
大
朴
初
散
失
潭
沌
、
六
鑿
相
撰
更
勝
敗
。
眼
花
凱
墜
酒
生
風
、
口
業
不
停
詩
有
債
。
君
知
五
穂
皆
是
賊
、
人
生
一
病
今

先
差
。
但
恐
此
心
終
未
了
、
不
見
不
聞
還
是
曝
。
今
君
疑
我
特
伴
聾
、
故
作
噸
詩
窮
瞼
怪
。
須
防
額
痒
出
三
耳
、
莫
放
筆
端
風
雨
快

昨
夜
霜
風
。
先
入
梧
桐
。
漁
無
産
、
回
避
衰
容
。
Ⅲ
公
何
事
、
不
語
害
空
。
但
一
回
僻
一
回
病
、
一
回
怖

朝
來
庭
下
、
光
陰
如
箭
、
似
無
言
、
有
意
傷
儂
。
都
將
萬
事
、
付
與
千
鐘
。
任
酒
花
白
、
眼
花
飢
、
燭
花
紅
。

（
錨
）
解
瑞
生
茎
證
『
束
玻
詞
編
年
菱
證
』
六
五
二
～
六
五
三
頁
、
三
秦
出
版
社
、
西
安
、
一
九
九
八
年

（
師
）
文
献
（
３
）
、
第
四
冊
所
収
『
續
集
』
十
二
「
書
簡
」
五
～
二
頁

（
鵠
）
蘇
轍
著
「
龍
川
略
志
」
第
二
巻
「
醤
術
諭
三
焦
」
七
～
八
頁
、
「
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
」
所
収
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
九
七
年

彰
山
有
隠
者
通
古
筈
術
。
與
世
諸
醤
所
用
法
不
同
。
人
莫
之
知
。
軍
驍
從
之
學
。
霊
得
其
術
。
遂
以
書
名
於
世
。
治
平
中
予
與
驍
遇
廣
都
。
論
古
今

術
同
異
。
驍
既
言
其
略
。
復
歎
日
。
古
人
論
五
臓
六
肺
。
其
説
有
謬
者
。
而
相
承
不
察
。
今
欲
以
告
人
。
人
誰
信
者
。
古
説
左
腎
其
府
膀
胱
。
右
腎

命
門
。
其
府
三
焦
。
丈
夫
以
藏
精
。
女
子
以
喋
包
。
以
理
主
之
。
三
焦
當
如
膀
胱
。
有
形
質
可
見
。
而
王
叔
和
言
「
三
焦
有
臓
無
形
」
。
不
亦
大
謬

乎
。
蓋
三
焦
有
形
如
膀
胱
。
故
可
以
藏
有
所
繋
。
若
其
無
形
。
尚
何
以
藏
繋
哉
。
且
其
所
以
調
之
三
焦
者
。
何
也
。
三
焦
分
布
人
禮
中
。
有
上
中
下

之
異
。
方
人
心
湛
寂
。
慾
念
不
起
。
則
精
気
散
在
三
焦
。
榮
華
百
骸
。
及
其
慾
念
一
起
心
火
熾
然
。
翁
撮
三
焦
精
気
。
入
命
門
之
府
。
輸
篤
而
去
。

故
號
此
府
鯛
三
焦
耳
。
世
承
叔
和
之
謬
而
不
悟
。
可
爲
長
太
息
也
。
予
甚
異
其
説
。
後
爲
齊
州
從
事
。
有
一
學
子
徐
遁
者
。
石
守
道
之
婿
也
。
少
嘗

學
筈
於
衞
州
。
聞
商
敏
之
遺
説
。
療
病
有
精
思
。
予
爲
道
驍
之
言
。
遁
喜
日
。
齊
嘗
大
磯
。
群
甸
相
縛
割
而
食
。
有
一
人
皮
肉
謹
而
骨
脈
全
者
。
遁

以
學
書
。
故
往
槻
其
五
臓
。
見
右
腎
下
有
脂
膜
如
手
大
者
。
正
與
膀
胱
相
對
。
有
二
白
脈
自
其
中
出
。
爽
脊
而
上
。
貫
臘
。
意
此
即
導
引
家
所
謂
來

脊
迄
關
者
。
而
不
悟
脂
膜
如
手
大
者
之
為
三
焦
也
。
軍
君
之
言
。
與
所
見
懸
合
。
可
以
正
古
人
之
謬
美

（
中
需
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
コ
タ
カ
）
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ShujiKODAKA

Thecharacteristicsofmedicalcarecanbeunderstoodbysurveyingthechangesinclimate

fromancienttimesthroughtheSongPeriodalongwiththeconditionsoftheoutbreakof

plague.TheS/2"ZgH"〃L〃〃,whichisaclinicalfrstaidbook,dealswiththeconditionsof

plaguethatwerecommoninthosetimes.Itisnecessarytoreconsiderwhethertheoriginal

S"""gH""Lz",whichissupposedtohavebeengatheredintheHanperiodbyZhangZhong

Jing,andtheSongPeriodeditionoftheS〃α"gH""L"",whichwasrevisedandprintedby

LinYieta1.,arethesameornotinregardtothehistoryoftheplague.Itispossiblethatthe

plagueconditionsthatoccurredintheHanperiod,whichwasacolderone,weredifferent

fromthoseintheHanPeriod,whichwaschangingtoahotterone.Therefore,intheoriginal

S〃fz"gH""Lz"2wecanreadabouttreatmentmethodsforthenarrow-sensedtyphoidfever

thatoccurredincoldconditions,whereasintheSongPeriod-editedversionwecanread

abouttreatmentmethodsforthewide-sensedthphoidfever.ByreferringtoSuShih'spoetry

anddocuments,thispaperconsiderstheclimateoftheSongPeriod,theconditionsofthe

plague,andconditionsofSuShih'sdiseaseaswell.


